
Vol.
2026
APRI L

03

小・中学校 英語教育情報誌

巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

野
口
聡
一

英
語
が
つ
な
い
だ
、私
の
未
来

「
ど
れ
ほ
ど
技
術
が
発
展
し
て
も

  

気
持
ち
を
伝
え
合
う
力
の
大
切
さ
は

  

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
」

特 集

本資料は「教科書発行者行動規範」に則り、配布を許可されているものです。©JAXA/NASA

言語活動の充実
̶外国語指導助手（ALT）とつくる授業̶



©JAXA/NASA

日本を代表する宇宙飛行士の一人として活躍した野口

聡一さんは、これまでに3回の宇宙飛行を経験し、スペースシャトル

と国際宇宙ステーションの双方でミッションに参加してきました。

長期滞在や船外活動など、数々の重要な任務を担い、日本人

宇宙飛行士の活動領域を大きく広げてきた存在です。

ー高校時代に、スペースシャトル「コロンビア号」の

打ち上げをご覧になったことが、宇宙飛行士を志すきっかけに

なったそうですね。

　「はい。アメリカのスペースシャトル、コロンビア号の

打ち上げをテレビで見ました。その瞬間、『こういう仕事が

あるんだ』と強く印象に残ったのです。ただ、当時は、宇宙

飛行士になるための道筋がはっきりと見えていませんでした。

高校生の自分に何ができるのかと考えたとき、まず思い

浮かんだのが『英語』でした。」

ーそれはどうしてでしょうか。

　「宇宙に関わる仕事は、日本国内で完結するものではない、

ということだけは明確だったからです。当時、ロケットを

持っていたのはアメリカやソビエト連邦でした。宇宙に行く

なら外国人と一緒に仕事をすることが前提になります。

つまり、英語でコミュニケーションが取れなければ、その

スタートラインにも立てない。そう考えて、高校時代から

『英語で生活し、英語で仕事ができるようになること』を

意識していました。」

ー学校の勉強以外でも英語を学んでいたのですか。

　「今のようにインターネットや英会話スクールが充実している

時代ではありませんでしたので、できることは限られて

いました。学校の授業以外では、NHKのラジオ英語講座を

よく聴いていましたし、当時民放で放送されていた

『百万人の英語』という番組も活用していました。

　それから、もうひとつ役立ったのが米軍基地向けの

ラジオ放送です。当時住んでいた神奈川県は米軍基地が

多く、FEN（現在のAFN）が受信できました。洋楽が

好きだったこともあり、ラジオを24時間流しっぱなし

にして、勉強のBGMのように英語を浴びていました。

意味がすべてわかっていたわけではありませんが、英語の

リズムやテンポに慣れることができたのは、とても

よかったと思います。」
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1965年生まれ。東京大学大学院修了、博士（学術）。

1996年からNASDA（現JAXA）の宇宙飛行士候補者に

選定される。3回の宇宙飛行に成功し、16年間で4回の

船外活動を行い、ギネス公認世界記録を二部門で受賞。

現在は、国際社会経済研究所理事兼CTO（最高技術責任者）、

立命館大学学長特別補佐、世界経済フォーラム主任

フェロー、ＩＨＩアカデミー長などを務め、講演活動や研究

活動を精力的に行う。
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どれほど技術が発展しても
気持ちを伝え合う力の大切さは
ずっと変わらない

宇宙飛行士

野口聡一
の　 ぐち  そう   いち



ー夢をかなえて宇宙飛行士になり、NASAで訓練や

仕事に取り組まれるようになって、学んだ英語をどの

ように生かされたのかお聞きしたいと思います。多様な

バッググラウンドを持つ人たちとチームを組むにあたり、

最初は戸惑いもあったのではないでしょうか。

　「もちろんありました。NASAには、国籍も文化も価値観も

異なる人たちが集まっています。多様性のあるチームでは、

意見の衝突や不和は避けられません。似た者同士だけで

集まれば、確かに仕事はスムーズに進むかもしれませんが、

それでは大きな成果は生まれにくい。大切なのは、

違いを無理に抑え込まないことです。お互いの意見や

考えをきちんと言葉にして伝え合い、その中で妥協点や

よりよい方法を探していく。そうして初めて、多様性が

『強み』として生きてくるのだと思います。」

ーチームで働くうえで、特に印象に残っている言葉が

あるそうですね。

　「はい。私にとって初飛行だったSTS-114ミッションで、

船長を務めておられたアイリーン・コリンズさんから

教わった言葉です。“Know your job, do your job, and 

communicate. ”

　まず、自分に何が求められているのかを理解すること。

次に、その役割をきちんと果たすこと。そして、それを相手に

伝えることです。新人の頃は、『自分はこれができる』『あれも

やりたい』とアピールしたくなりがちですが、まず大切

なのは、チームから何を求められているのかを正しく理解する

ことです。そして、伝える際には、相手が理解し、行動に

移せる形で届ける必要があります。『言ったつもり』『聞いた

つもり』では、コミュニケーションとは言えません。」

ーその重要性を、強く実感した場面はありましたか。

　「まず思い出すのは、宇宙での緊急事態です。船外活動中に

バディ（※）の手袋が切れたかもしれない、という状況が

ありました。宇宙空間では、手袋の破損は命の危機に直結

します。そんなときだからこそ、冷静なコミュニケーションが

必要でした。

　無線で状況を正確に共有し、今何を最優先すべきかを

全員が理解して行動する。パニックになりそうなときほど、

落ち着いたコミュニケーションと、日頃から築いてきた信頼

関係が力を発揮します。最低限の言葉でも、意図が正確に

伝わる状態を作っておくことが重要なのです。」

ー最低限の言葉でも意図を正確に伝えるためには、

何が大切だと思われますか？

　「言葉はルールだけで動いているものではなく、『生き物』

だと思っています。実際にその言語を使っている人たちが、

どんな場面で、どんな表現を使っているのかに触れることが

大切です。日本語から英語に直訳するのではなく、『この

場面では、こう言う』という形で覚えて、自分でも使うように

すると自然な言葉が身についていきます。」

ー極めて速いスピードでAI翻訳技術が発展する今、外

国語を学ぶ意義についてはどのようにお考えですか。

　「AIはとても優れたツールですから、積極的に使えばいいと

思います。ただ、情報を伝えるだけでなく、気持ちや信頼を

伝える場面では、やはり人と人が直接言葉を交わすことが

欠かせません。同じ言葉を使おうとする姿勢そのものが、

相手へのリスペクトになるのだと思います。」

ー最後に、野口さんにとっての「つながり」について

教えてください。

　「人とのつながりとは、『喜び』そのものだと思います。

損得勘定のようなものは抜きで『この人のために何かしたい』

と思える関係ができることは、何事にも代え難いものです。

外国語を学ぶことは、自分の世界を広げ、つながり

を増やすための第一歩です。将来、

やりたいことや見たい世界が日本の
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外にもあるのなら、外国語は大きな助けになります。どれほど

技術が発展したとしても、初めて会う人と気持ちを伝え合う

力の大切さはこれからもずっと変わりません。同じ言葉を

使うことで生まれる『つながりの喜び』を、ぜひ大切にして

ほしいと思います。」

Wonderful !
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※二人一組で行動する「バディシステム」の相手のこと。宇宙という過酷な環境で、安全かつ確実に業務を遂行するために、船外活動は必ずバディシステムで行う。



川戸小中学校のA LTとの連携

　現在（取材時）、川戸小中学校では、３人の日本人英語

教師と、１人のALTが小学校・中学校両方の英語の授業

を担当しています。英語主任を務める川俣二千翔先生は、

英語指導におけるALTの主な役割には大きく２つある

と言います。

「ひとつは、児童生徒が海外の文化への興味をもつ

助けになってもらうことです。ALTのレナ先生には、授業の

中で、母国であるフィリピンの文化を楽しく伝えてもらう

ようにお願いしています。もうひとつは、ゲームや言語

活動の場面において、児童生徒のモデルになってもらう

ことです。」（川俣先生）

　中学校では、会話練習の相手や発表のデモンストレー

言語活動の充実
̶外国語指導助手（ A LT ）とつくる授業̶

特 集 学 校 訪問

小中学校の英語教育では、子ども

たちが実際に英語を用いてコミュ

ニケーションを図る活動を通して資

質・能力を育成することが重視され

ています。これを支える役割を担って

いる存在のひとつが外国語指導助手

（ALT）です。そこで今回は、充実し

た授業づくりのためのA LTとの効

果的な連携を特集しました。

読
者

参加
型

ション、インタビューテストの面接官、英作文の添削など、

より幅広い場面でALTが関わり、生徒が生きた英語を実

践的に学べる授業づくりを目指しています。日本人教師

が主導しつつも、会話がメインの実践的な授業ではALT

の出番を増やすなどして、役割分担をしているそうです。

A L Tの役割と課題

　ALTの活用は、児童生徒に生きた英語に触れさせ、

異文化理解を促すうえで重要であることが文部科学省

の調査などで示されている一方、学校現場ではALTとの

連携について課題を感じる場面が多いという指摘が

あります。実際、本誌で行ったアンケートでも、同様の

調査結果が得られました。具体的には、「連携のための

打ち合わせや準備の時間が十分に取れない」「指導計画

の作成や授業中の作業における役割分担があいまい」

イングリッシュルーム
には、ALTの出身国を
はじめ、海外の文化や
生活に関するポスター
が掲示されています。

左から、川俣二千翔先生、富塚由記先生、鈴木直子先生、ALTのRepol lo Karena先生。

学
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などのご意見が寄せられました。

　そこで今回は、1987年からALTを導入している千葉市立

川戸小中学校への取材を行い、同校の川俣二千翔先生

（小学校6年生・中学校1年生担当）、富塚由記先生（小

学校5年生・中学校2年生担当）、鈴木直子先生（小学校

3・4年生・中学校3年生担当）、ALTのRepol lo Karena

先生（通称：レナ先生）に、ALTとの連携がもたらす効果と、

よりよい協働のための工夫について伺いました。

English lessons with ALT

   or  Developing 

M eaningful  

Engl ish  Clas ses

Q. ALTとのTeam Teaching
　  において、悩みや苦労を  
　 感じることがある？

Strongly Agree…29.6％
Agree…44.5％
Neutral…11.1％
Disagree…11.1％
Strongly Disagree…3.7％

29.6%

44.5%

11.1%

11.1%
3.7%

撮影：大島万由子

千葉県千葉市立川戸小学校・川戸中学校

かわまたに ち か

とみづか ゆ き

すず き なお こ
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結びに

　ALTと児童生徒との関係づくりも学びの大事な要素

です。授業中だけでなく休み時間にコミュニケーション

を取ったり、掲示物などでALTからのメッセージを伝え

たりして、日常的な交流も大事にすることが、学びへの

モチベーションにもなるそうです。

「児童生徒にとって、自分が話した英語がALTに初めて通

じたときの喜びは大きいものです。デジタル教科書など

で本物の英語の音声を聞くことはできますが、自分の

英語が伝わるという喜びはやはり対面でのコミュニケー

ションだからこそ味わえることです。レナ先生がいることで、

自分たちの文化や考えを伝えたいという切実な目的が子

どもたちの中に芽生えて、『レナ先生と話せてよかった』

という達成感を得ることができます。」（川俣先生）

「知ることで世界が広がる喜びもありますね。クリスマ

　ALTとの連携で学びの効果を上げるためには、情報

の共有が必須だと先生方は話します。

「授業の前には、必ず打ち合わせを行うようにしています。

授業のねらいや流れ、ゴールを共有することは、授業を

スムーズに行うためにも不可欠です。また、単元全体の

最終目標の共通理解を図ることも大切にしています。」

（富塚先生）

　多くの現場で聞かれる「時間不足」という課題への向

き合い方についても伺いました。

「ALTの先生がどう動けばよいかわからずに困ることが

ないよう、児童生徒へのヒントの出し方や声かけの仕方、

目線の配り方などは明確な言葉で伝えることで、短時

間でも共有できるように工夫しています。また、授業の

内容をすべて口頭で確実に伝えるのは難しいので、メモ

を用意して授業の流れや要点を伝えています。さらに

黒板横のホワイトボードに授業の流れを書き、ALTと

共有する取り組みも行っています。児童生徒とも共有

できるので、メリットは多いですね。」（鈴木先生）

　こうした「見える化」の取り組みは、短い打ち合わせ

時間を補い、協働を支える鍵となっています。

A LTと共有すべき情報とは

A L Tとの交流が「学びの必然性」をつくる

ALTも机間指導を行い、児童生徒とコミュ
ニケーションを取っています。

「子どもたちが私の指導を通して
楽しみながら英語を学んでくれる
ことがやりがいです。」（レナ先生）

授業直前の打ち合わせの様子

スの時期の授業では、レナ先生がフィリピンのごちそう

である『レチョン（豚の丸焼き）』など、日本と違うクリス

マスの風景や風習を教えてくれました。子どもたちの振

り返りシートには『もっと知りたい』『他の国のことを知

ることができ、勉強になった』といった感想が多く見ら

れました。」（富塚先生）

　ALTのレナ先生は、ALTのやりがいについて「生徒た

ちのビビッドな反応を見ると、皆の学びの助けになれて

よかったとうれしく思います。」と言います。

　取材を通して、教師とALTが円滑に連携を図り、

それぞれの役割を果たすことで、児童生徒のコミュニ

ケーションをより豊かにし、多文化共生、異文化理解

をいっそう促進することに加え、先生方の「やりがい」

につながっているのだと感じました。

     e   eat   lechon 

at   Chris tmas.

川戸小中学校のA LT 連携を深める　  つの取組み

授業のゴールを共有（短時間でもメモを使って確実に）

授業の流れの見える化（ホワイトボード活用）

日常的交流で「伝わる喜び」を育てる

1
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　単元計画を作成する際は、児童が英語を使う必然性を

感じられるよう、単元のゴールをALTと一緒に考え、コミュニ

ケーションを行う目的や場面、状況等を明確に設定しています。

　例えば、Junior Sunshine 6 Lesson 2の日本文化紹介

の単元では、偶然にも実施時期にALTの家族が日本を訪れ

ることになっていました。そこで、ALTから「家族を案内するため

に、日本文化や、地域でおすすめの観光地について教えてほし

い」と児童に伝えてもらい、「ALTの家族に日本や鹿島のことを

図1：ALTが児童に向けて送ったビデオレター

図3：JETとALTによる評価の様子

A LTとの連携で

小学校外国語教育を

より深める
Prof  i l e

実践ポス
ト

小学校 実
践
ポ
ス
ト 

﹇
小
学
校
﹈

A LTとつくる単元のゴール設定

　パフォーマンステストでは、JETとALTで評価基準を決め、

ALTと評価しています。評価基準は、最初の3～4人の児童の

パフォーマンスを基に(b)評価の児童の姿を定め、さらにこの

表現が言えたら(a)評価、この表現が言えないと(c)評価と

具体的に決め、公平性を図ります。

　事後には、よくできていた児童のよい点や、多くの児童が

できるようになったことをALTに紹介してもらいます。児童が

次のパフォーマンステストに向けて新たな目標を立てられる

ように、また児童の学習の改善につながるように、評価が

しやすいルーブリックの作成と、わかりやすいフィードバック

を心がけています。

パフォーマンステストの評価

図2：児童同士の言語活動の様子

福島県南相馬市立鹿島小学校
外国語専科教員
中学校教諭として13年間勤務。令和
7年度より、ふくしま外国語教育推進
リーダーとして、3校の小学校の外国語の
授業を担当し、授業実践に向き合って
いる。

　南相馬市では、「子どもが主役の授業」を
目指し、全学年・全教科で統一したスタイルの
授業づくりを行っています。教師がファシリテーター
となって、協働的な学びや振り返りの時間の充実を
図り、子どもたちの資質・能力の育成に取り組ん
でいます。また、福島県より指定を受け、
小・中・高の連携による外国語科における
パフォーマンス評価の研究も進めています。
その一環として、単元を通してALTと連携し、
指導と評価の計画作成や言語活動の充実、
評価後のフィードバックを通じて、深い学びへ
と繋げています。

Introduction

　ALTと日常的にコミュニケーションを取ることは、ALTとの

良好な関係の構築だけでなく、自身の英語力の向上にも

大切だと感じています。私自身、まだALTと会話をする際、

言いたいけれど言えないことがたくさんあります。しかし、

伝えたい内容を整理して話せば確実に伝わることも多く、試

行錯誤した分、喜びを感じることができます。私は相手に伝

わることの喜びや楽しさが英語学習の醍醐味であると強

く感じています。この醍醐味を多くの児童に味わっても

らいたいと日々願い、授業に向き合っています。

おわりに

好きになってもらえるようなスピーチをしよう」というゴール

を設定しました。

　また、Lesson 5の行きたい国を発表する単元では、ゴールを

「ALTやクラスのみんなが行きたくなるようなツアープランを

考えよう」としました。クラス全員分の行きたい国についての

スピーチを聞いたあとに、児童とALTがそれぞれ行きたい

国に投票するルールにしたことで、その国の魅力がより伝わる

ような情報をスピーチに盛り込む児童の姿が見られました。

発表を再構築できる中間指導

　単元ゴールに向けた言語活動に

おいては、JET（英語専科教員）と

ALTによる中間指導を行い、児童が

発表をブラッシュアップし、再構築

できるようにしています。

　Junior Sunshine 6 Lesson 6 

“My Best Memory”の実践では、

１回目の中間指導で、友だち同士で

やり取りしたことを基に、発表内容に

1文を追加して改善を図ったペアを

JETが紹介しました。

　2回目は、英語話者であるALTが

言語面や内容面でよいパフォーマ

ンスをしていると判断した児童を

指名して発表を共有し、3回目は多くの児童に共通して見

られた表現の誤りを取り上げて、学習改善に向けた指導

を行いました。児童同士のやり取りだけでは改善を図る

ことが難しい状況を見取った場合は、ALTと児童とでや

り取りをするようにしています。ALTと役割分担をして中

間指導を行うことで、言語活動を通して児童自ら学習改善

を図る力が身についてきたと感じています。

だい　ご　み
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　単元計画の中でのALTとのTeam Teaching（以下

TT）の位置付けは、多くの先生方が悩まれる点ではない

でしょうか。配置人数や時間数の制約により、理想どおりに

進められない現状もあると思います。私自身も、まさに

悩んでいる一人です。しかし、ALTとの関わりこそが、生徒の

思考力やコミュニケーション力を伸ばす大きな機会に

なると感じています。

　ALTとのやり取りの中で、生徒は予測不能な英語に出

合います。答えが決まっていない場面で、相手の話を聞き

取り、その場で考え、何とか伝えようとする経験は、教科書

中心の学習だけでは得がたいものです。ALTの生活や

価値観、文化は、教材では代替できない「本物の視点」で

あり、英語を使う必然性を生徒に実感させます。また、

伝わらない経験を通して、生徒は言い換えや身振り、

表情などのノンバーバルな手段を改善、工夫するように

なります。こうしたやり取りの中で生まれる適度な緊張感は、

本物のコミュニケーションだからこそ感じられるものだと

考えています。

　ALTとの言語活動は、生徒の中にWil l ingness to 

Communicate（コミュニケーションを取ろうとする意欲）

を育てます。そこで私は、単元計画の中で無理なくTTを

取り入れる工夫として、毎単元のまとめにALT主導の

活動を設定しています。単元開始時にALTと、その単元で

押さえるべき内容を基にJeopardy!（アメリカのクイズ

番組）形式の復習クイズを作成します。クイズには

重要語句、並べ替え、本文内容のQ&A、自分の考えを問

う問題などを盛り込み、授業はALTとのやり取りを軸に

ところに手が届く、これが本気のOMOTENASHI!～」と題し、

複数のALTに向けてポスター発表会を行いました。JTEは

ALTやコーディネーターと単元計画やルーブリックを協議し、

ねらいに沿ったグループ編成を行い、リーダーの生徒に

のみ活動の指示を行いました。生徒は、リーダーを中心に

役割を分担し、グループ活動を展開しました。発表ごと

に「レベルアップタイム」を設け、改善や工夫をくり返した

ことで、説明の明確さが向上し、質疑応答の深まりが

見られました。改善すればより伝わるという成功体験を

積み重ねる中で、生徒のWillingness to Communicateが

高まっていく様子が見て取れました。活動直後の生徒の

「英検準2級の勉強をせんといかんなー」というつぶやきや、

「いろいろな国の先生と直接話せて、褒めてもらえて

うれしかった。次はもっと相手をわくわくさせるような

発表にチャレンジしたい」「レベルアップタイムで、仲間と作戦を

考えるのがおもしろかった」という振り返りが印象に残って

います。このようにALTを対話の相手と位置付けることで、

生徒の学習意欲を高め、思考と発話を引き出すことができると

実感しました。

　ALTとのTTを「特別な活動」として構える必要はありません。

教科書に沿いながら、少しALTに任せ、少し生徒に任せる。

その積み重ねが、生徒の「話したい」「伝えたい」を確実に引き

出すと信じ、実践に取り組んでいます。

　本校英語科では、目指す生徒像のひとつを
「自国に誇りを持ち、英語を通して世界とつながり、
社会に貢献したいと考える生徒」としています。
今年度は、本町にある道の駅と連携し、英語の
ポップを掲示する表現活動を2回実施しました。
「自分の住む町の魅力を伝えたい」「外国の方の
役に立ちたい」という思いをもって真剣に活動に
取り組む姿は、まさに本英語科が目指す生徒像で
あり、学校目標である「心豊かにたくましく
生きる生徒」へとつながる姿だと実感しています。

「伝わった」を

積み重ねる

英語の授業

Introduction

角田  優 子
佐賀県上峰町立上峰中学校 教諭
平成30年度・令和元年度 佐賀県ICT利活
用教育推進員。佐賀県教育センター英語講
座講師。令和４年４月に佐賀県教育委員会
指定「外国語教育研究指定事業」を受け、令
和５年11月に研究発表会を行った。令和８
年11月に町指定研究発表会を開催予定。

すみ  だ ゆう  こ

Prof  i l e

実践ポス
ト

中学校 実
践
ポ
ス
ト 

﹇
中
学
校
﹈

単元計画の中におけるA LTの役割

図1：Our Project 5 単元計画・振り返りシート

English Grammar

This Program’s Goal

 

 

 

 

 

 

 

図3：ALTへ発表を行う生徒の様子

図2：ALTへの有田紹介ポスター

　今年度は、ALTの集中派遣を活用した言語活動にも取り

組みました。年度当初に時期や単元、活動内容やねらいを

派遣会社に伝え、コーディネーターと連携しながら準備を

進めました。Sunsh i ne  Eng l i s h  Cou r se  2のOur 

Project 5では、「佐賀のよかトコ宣伝隊！　～かゆい

A LT集中派遣を活用した
言語活動の実践

進めます。単元末には、生徒は教科書を見返したり友だちと

相談したりして、言い換えや引用をしながらALTとやり

取りを行い、復習クイズに解答します。ALTはユーモアを

交えながらテンポよく進行し、JTE（日本人英語教師）は

タイムマネジメントや学習状況の把握に専念します。この

活動は生徒に好評で、家庭学習でも教科書の二次元

コード先の教材やアプリを活用し、意欲的に復習する姿が

見られました。

11 12



　幼い頃から動物や動物園に強く引かれていたという

本田さん。中学生で動物園友の会の活動に参加し、野生

動物や動物園の情報に飢えていました。情報を得る過程に

おいて、英語は欠かせない存在でした。「英語そのものに

も興味がありましたが、英語の本を読まないと、知りたい

ことにたどり着けなかったんです。」

　当時、日本語で読める野生動物の情報は限られてい

たため、洋書や海外雑誌に触れることが必然でした。

その中で、英語表現の奥行きにも引かれていきます。

「原書と翻訳書を見比べると、英語には翻訳では伝わら

ないニュアンスがあることに気づきました。言葉のおも

しろさを感じ、それからはできるだけ原文で読むように

なりました。」

　当時も今も、動物園で働く道は決して広く開かれたも

のではなく、本田さんはもうひとつの興味関心だったデ

ザインや書籍、その延長線上にある印刷会社への就職

の道を選びます。その後のニューヨーク赴任で、人生の

大きな転機が訪れます。それは、のちの職場となるブロ

ンクス動物園との出合いでした。「動物の自然な姿を見

せるように細部まで考えられた展示を見て、こんな場所

があるのか、と衝撃を受けました。」

　「こんな場所で働きたい」という思いを強くもった

本田さんは、多くの壁にぶつかりながらも挑戦を重ね、

仕事で英語を活用するさまざまな職業の方に、「英語の学び方」や「英語を身につけて

よかったこと」をインタビューする本コーナー。第３回に登場するのは、アメリカの動物

園・水族館で展示ディレクターとして活躍する本田公夫さんです。

本田公夫さん（動物園・水族館展示ディレクター）

1 9 5 8 年長 崎県 生まれ。T h e  M a r i t i m e  A q u a r i u m  a t 

No rwa l k  展示ディレクター。2000年にブロンクス動物園の運営

母体に所属し、その後19年間、傘下の５園館の展示デザインに携わる。

著書に『動物園から未来を変える』（亜紀書房、川端裕人氏との共著）。

ほん だ きみ お

Vol.3

「好き」を追いかけた先で英語は

「世界とつながる道具」になった

イラスト：大嶋奈都子

「居てもいいんだ」と思わせる
授業の組み立て方

飯島 睦美

英国バーミンガム大学修士。
大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程単位満期取得退学。

profile

　アメリカの教育学者ウィギンズとマクタイが提唱した

「バックワードデザイン」という言葉をお聞きになった

ことがあると思います。これは、まず学習到達目標を

決め、それから評価方法、学習内容、指導方法を決定す

る考え方です。指導者には、目の前の学習者の実態や

学習状況を確認しながら、指導方法、学習内容等をフ

レキシブルに調整することが求められます。

　授業の学習活動には、表に示すように、学習者の挑

戦を促すものと安心して取り組めるものがあります。

どちらも学習者の能力を伸ばすには有効なもの

ですが、どちらか一方の極に偏ると、一部の学習者に

は居場所がないと感じられるようになるおそれがあり

ます。英語の授業では、その場で即興的にやり取りを

したり、話したりする力を育成するための学習活動が

多く行われます。学習者の中には、予告なく指名され

たり、準備していないことを問われたりするなど、即時

の対応を求められることが苦手で、突発的な態度を

とってしまう子どももいます。

　すべての学習者が参加できるように、2極の偏らない

多様な学習活動を設定し工夫することは、まさしく

「誰もが輝ける授業」につながるのではないでしょうか。

いいじま　むつ　み

群馬大学　理事・副学長（教育・評価担当）

誰もが輝ける英語の授業づくり
〜特別支援の観点から〜

Vol .3

表：授業における学習活動の２つの極

帰納的

即席

暗示的

曖昧性

マルチタスク

単感覚

cha l l e n ge

j ump i n g

演繹的

準備

明示的

明確性

シングルタスク

多感覚

sma l l  s t e p s

s c a ffo l d i n g

挑
戦
・
達
成
感

ス
ム
ー
ズ
・
安
心
感

じゅん ぷう まん ぱん

その夢をかなえます。

「決して順風満帆だったわけではありませんが、印刷技

術や知的財産権の取り扱いなど、それまでの経験は無

駄ではなかったとも感じます。『好き』という気持ちを

もっていれば、点と点はいつかつながるからこそ、自分の

興味は掘り下げておくことが大切だと感じます。」

　自身が長年携わってきた仕事について、本田さんは次

のように語ってくれました。

「『伝える』をデザインするのが展示の仕事ですが、動物

園・水族館の展示では利用者が動物そのもの以外に注

意を向ける時間は限られています。その相手の立場に

立って、いかに注意を引き、いかに少ない言葉で意図す

るメッセージを誤解なく伝えるかに日々努めています。」
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1分で回答完了！

二次元コードから今すぐ参加！

今回のアンケートテーマはこちら！

学校現場での課題や工夫など、英語教育に携わる先生方の

ホンネを共有するアンケート企画をお届けします。

評価について、活用法やお悩みなど、先生方のホンネをお聞かせください！
回答は匿名で集計し、次号に掲載させていただくことがあります。

開隆堂出版LINE
公式アカウント

友だち募集中！

@155f jwp t

明日からの授業に役立つ教材、
指導案例から専門家による最新
の研究報告まで、小中の英語
教育に関する幅広い情報を
発信しています。

評価の結果、どう活用していますか？

次号の特集テーマは「評価の活用」！　そこで……

アンケートに
ご協力ください！

Follow me!

小・中学校 英語教育情報誌
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